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要 約

沖縄県の北部地域の振興開発と米軍基地との関連について分析をすることが論文の目的である｡沖

縄県においては､米軍基地の存在は沖縄県の開発に有益であるか､無益であるかは古 くて､常に新 し

い間蓮である.県政および国政のレベルで､北部地域の発展が重要になってきたO将来の北部地域の

発展を考える際に､在北部地域の米軍基地の実態､市町村財政との関係､および跡地利用などのつい

て､理解を深めておくことは大切なテーマである｡

Abstract

ThepurposeofthlSPaperistoanalyzetherealityofU.S.militarybasesinthenorthern

reglOnOrOkinawaprerectllre.ItisanoldcontroversyforOkinawanswhetherU.S.military

basesareanadvantageordisadvantagefortheprefecture.However,thedevelopmentofthe

northernregionhasgrowninsignificanceatboththeprefecturalandnational 1evclssince

CampSchwabhasbeenselectedasthesitewhereFutenmaMarineAirbasewillrelocateinthe

future.Therefore,inordertostudyandprepareproperlyforthedevelopmentofthenort.hem

region,itisimportant to analyze the relationship ofmilitary bases to neighboring

mllnlCIPalitiesintermsoffinanCial benefitstrolocalcommunities-aswellasreutilization

plansforthesitesafterthemilitaryleave.

1.視点

21世紀の振興開発をどのように展開するかで､

沖縄県の 北部地域は括れている｡特に平成 8

年の橋本龍太郎首相とビル ･クリントン大統領

による沖縄県における施設及び区域に関する特

別行動委員会､ 英語 名略称 SAC0 (The

SpecialActionCommitteeonOkinawa)令

意で､大田県政と県民の長年の懸案事項であっ

た海兵隊普天間飛行場の県内移転が決まった｡

その後､1999年12月､岸本建男名護市長が名護

市辺野古沖への受け入れの表明に伴って､北離

地域の振興開発が課題になってきたからである｡

北部地域は沖縄本島の約 2分の 1の面積､人口

は約10分の1で､開発が遅れている地域である｡

しかし,同時に遅れているがゆえに､21世紀の

発展へ向けて､いろいろな開発の構想が残され

ている地域である｡けれども､復帰前の米軍統

治下の時代から北部開発は時の統治者からの援

助に頼ってきた歴史がある｡現在でも､基地が

あるがゆえに軍用地科を含めて､基地関連の国
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家援助が自治体へ落ちて､その潤いが自治体の

大部分の財源となっている｡一方､基地が存在

しない自治体は､基地関連の国家援助が降りて

こないので､基地のある自治体との財源の差は

はっきりしているCこの論文は､21世紀の北部

振興開発を研究する前段階として､特に基地と

市町村の関係の現状を明らかにして課選を抽出

することにある｡

2.北部地域

北部地域は名護市､金武町､本部町､宜野

座村､乗付､国頭村､大宜味村､今帰仁村､

伊江村､伊平屋村､伊是名村の 1市､2町､

9村の12自治体で構成されているDこれら12

自治体は北部広域市町村圏事務組合､北部市

町村会､北部振興会を組織 している｡また沖

縄県教育庁国頭事務所の管轄区域でもある｡

ただし､伊平屋村と伊是名村は戦前から島尻

部の本籍地番を表示 して､地元の中学生は北

部地域と島尻地域の高等学校に進学すること

ができる｡

北部地域の総面積は597,42kd (伊平野村､

伊是名村は除 く)で､沖縄全体の総面積

2,269.09kniの約26%､人口は121380人 (平成

12年 3月未現在)で､沖縄県籍人口1,324,834

人の約 9%にあたる(1)｡名護市に人口が集中

して､名護市に沖縄県庁､国の北部事務所な

どが集中している｡また､沖縄経済界を代表

する企業であるオT)オンピールの工場が名護

市にあるD恩納村を中心にリゾー トホテルが

立ち並び海などの自然を生かした観光地域で

もあるoキビ､パイン､野菜､花井園芸､畜

産などの第一次産業が盛んな地域でもあるo

また､東村､大宜味村､東村に広がる北部の

山々は原生林が繁 り､そこにはヤンバルクイ

ナ､ノグチゲラなどの国指定の天然記念物が

生存 している地域であるOこれらの自然界で

蓄えられた水は中部､南部地域-送られてい

る｡
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北部地域の特徴として①12市町村はそれぞ

れ特色を持った市町村であり､戦前及び戦後

の間もない頃まで､やんぼるは寒村であると

いう共通項は､今では持っていない(罫12市町

村に財政力のばらつきがある｡県平均の財政

基盤を大幅に上回っている自治体もあるが､

大幅に下回っている自治体もある③名護市､

金武町､宜野座村､恩納村､伊江村､国頭村､

乗付は米軍基地関連収入が入り､基地のない

自治体の大宜味村､今帰仁相､本部町､伊平

屋村､伊是名相より財政がうるおっている(む

東村､大宜味村､東村､国頭村､伊平屋村､

伊是名村の人口は減少傾向にあるが､残 りの

市町村は増加または横這いの状態が続いてい

る(Z)｡

3.北部地域における米軍基地の概要

(1) 沖縄県全体の米軍基地の現況

1972年の祖国復帰後､沖縄における米軍基

地が存在は日米安全保障条約が法的根拠となっ

たo米軍基地の寵面積は23.592hfで､38施設

(兵舎 4､飛行場 2､港湾 3,事務所 1､演

習場16､倉庫 4､医療施設 1､通信施設6､

その他 1)が あ る｡ これ は県土捻面積

(2,267,88kJJ)の10.5%を占める.沖縄本島だ

けの面積 (1,201,27hf)で見ると18.9%と約

5分の 1を占める｡基地の中に沖縄があると

例えられるゆえんである｡

米軍施設･区域の面積を都道府県別で比べ

て見ると､沖縄の米軍基地は全国に所在する

米軍基地面積の24.6%に相当して､北海道

の40.7%に続いて広い面積を占めている｡け

れども米軍が常時使用できる専用施設に限っ

てみると全国の74.8%も沖縄県に存在 してい

る(3)0

(2) 沖縄全体の米軍基地の概要

沖縄の米軍基地の面積は北部地域が最も広

く､全米軍基地の面積の69.2%にも達し,自



然の宝庫であるヤんぼるの ｢北部訓練場｣で

は移動部隊.サバイバル訓練､ゲリラ訓練な

どさまざまな訓練が行われている｡その他､

普天間飛行場の移転先の候補地にあがってい

る名護市辺野古の ｢キャンプ･シューワープ｣､

実弾射撃場､爆弾処理場､マリン部隊の兵舎

のある ｢キャンプ ･ハンセン｣がるO基地の

捻面積は16,815haで､北部地域の20.4%を占

めている｡

次に多いのが中部地区で7.178ha(29.6%)

を占めている｡同地域には極東最大の空軍基

地である ｢嘉手納空軍飛行場｣､在沖米革司

令部のある ｢キャンプ端塵覧｣､大規模な弾

薬貯蔵庫施設の ｢嘉手納弾薬庫｣､パラシュー

降下訓練が行われていた ｢読谷補助飛行場｣､

｢像の埋｣と呼ばれる ｢楚辺通信所｣､米軍原

子力潜水艦の寄港地となっている勝連町のホ

ワイト･ビーチなど重要な機能を持つ基地は

中部地域に集中している｡

南部地区の米軍基地は201haで､全体の0,8

%で､地域の0.6%となっている｡最も大 き

な基地はSACO合意で県下に移転先が決まっ

ている那覇軍港がある｡離島地域に射爆場が

残っている｡

八重山地区の米車基地は尖閣列島に二つの

射爆場があるが､現在はほとんど使われてい

ない｡宮古地区には米軍基地はない｡(図表

1)

(3) 北部地域におけ米軍基地の機能

A.北部訓練場

国褒村と東村にまたがり､捻面積は77,950

lmfで訓練場として使用が許可されている｡海

兵隊が管理して､海兵隊､陸軍､空軍の各部

隊が対ゲ1)ラ訓練,歩兵演習､ヘリコプター

演習､脱出生還訓練､救命生存訓練及び砲兵

基本訓練など対ゲリラ訓練基地として使用さ

れている｡指定された地域では､実弾演習も

許可されている｡米軍がフィリピン､パナマ
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から撤退したあとの重要なジャングル訓練施

設になっているO

地主数は70人で､年間賃借料は464百万円

で､大部分は国営の福地ダムなどを含む国有

地である｡平成8年のSACOの最終報告で､

平成14年度末までに､北部訓練場の約3.987

haの返還が決められていたC その条件とし

て､北部訓練場-の出入りのための国頭村安

渡側に約38haと水域約121haを提供すること

になっていた｡軍用地提供に関して､安波住

民の了解を得て､SACO合意が実施に移され

れた第-号のケースである｡

B.伊江島補助飛行場

伊江村に所在して､面積は約8,016kdで地

主数は約1,019人で､年間賃借料は約1,111百

万円｡21人の沖縄人従業員が働いている｡島

の西部の35%を占めており､その中に真謝部

落約30戸､西崎部落約60戸が存在する特異な

環境であるoそのために住民を巻き込んだ事

故､事件がたびたび起こってきた｡在沖米海

兵隊司令部が管理して第3海兵隊遠征軍が使

用している｡ハリアーバッド訓練､対地射爆

訓練場として使用されている｡島衷情徳村長

が積極的に､平成8年の SACOの最終報告

で県内移設の条件付きで移転が決まり､読谷

補助飛行場で実施していたパラシュート降下

訓練を伊江島に移すことに島袋村長は同意し

た｡伊江村には移転の伴う国からの特別援助

が降りることガ約束されている｡

C.キャンプ･シュワープ

名護市辺野古と宜野座村に所在する米軍海

兵隊基地である｡面積は20,62h講で､地主数

は472人｡年間の賃借料は1,679百万円｡在沖

米海兵隊基地司令部が管理して､第3海兵師

団第4海兵連帯､第3海兵師団戦闘強襲大隊､

第3海兵師団歩兵大隊が使用している｡ヘリ

ポート基地の移転先の候補に上がっている海



域では戦車揚陸艦 (LSD)の揚陸用ランプ

(斜面)と水陸揚陸演習のできる海兵演習場

が付随 している｡基地は司令部､兵舎､娯楽

施設､倉庫､教会､医療施設などを備えた小

さな町を形成している｡

基地従業員は145人｡キャンプ ･シュワー

プは､1950年代に米軍に基地を提供すること

に反対 した土地闘争が全県下に展開した後､

昭和31年に､当時の久志村が県下の市町村に

先んじて基地を提供することに同意した歴史

を持つoそれに呼応 Lて､基地提供反対闘争

が崩れて､毎年,賃貸科を更新する方法での

基地提供が成されてきた歴史をもつ ｡

D.辺野古弾薬庫

辺野古弾薬庫は名護市二見､辺野古に所在

して､面積は1,214hfで地主数は45人0年間

賃貸料は144百万円｡34人の基地従業貞が働

いている｡在沖米海兵隊基地司令部が管理 し

て､第3役務支群第3補給大隊辺野古弾薬中

隊が使用している｡弾薬庫として使用しているo

E.キャンプり ンヽセン

名護市､恩納村､宜野座村､金武町に横た

わる51,405hdの広い面積で､2,020人の地主

が所有する｡年間賃借料は5,627百万円0428

人の基地従業員が働いている｡沖縄最大の海

兵隊の駐留と演習の基地である

在沖海兵隊司令部が管理 して､第3役務支

援群第3医療大隊､第3役務支援群第9工兵

支援大隊､第3海兵師団歩兵大隊､第3海兵

遠征軍司令部役務大隊､第7通信大隊､第3

1海兵遠征部隊が使用 している｡連隊司令部､

宿舎､兵器修理工場､医療建物､倉庫､教会

が備わって町を形成している｡

主とした使用目的は､宿舎､事務所及び演

習場である｡周辺地地域の有事の際は海兵隊

の待機宿舎として利用される｡ベ トナム戦争

時には特にそうで､前線へ向かう海兵隊､前
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線から戻った海兵隊が駐留 した｡金武町の市

街地に面したキャンプ地と恩納岳麓の訓練場

に分けられる｡訓練場は県道名護宜野座線を

北端に､屋嘉から南恩納の南端に至る恩納岳､

宜野座岳､伊芸岳､ブート岳の麓の広い地域

である｡宜野座側が発射地域で､伊芸､屋嘉

側が着弾地域になっているQ

金武町から恩納相に抜ける県道104号線を

遮断しての､実弾演習も行われていたが､大

田県政と県民の強い要望で､実弾演習を本土

へ移すことが SACOで合意された｡ 平成 9

年実弾享寅習は本土の演習場に移され,実弾演

習は無くなったが､危機の際の砲兵射撃演習

はそのまま残ったO

キャンプ･ハンセン地域には145haの国有

林､4,000haの市町村林がある｡名護市､宜野

座村､恩納村及び金武町の森林両横の合計

20,OOOhaの役 5分の 1を占めているO中部に

近 く､民間地域に隣接 L演習場であるので､

使用 した弾が演習区域を越えて民間地域に落

ちる事故がたびたび起こっている｡海兵隊の

宿泊場所があるキャンプに対面する金武町で

は今まで､海兵隊員を加害者とする殺人､婦

女暴行､強盗､窃盗などの事件が数多くおき

た｡また､演習による山火事､戦車訓練によ

る海の資源､海洋汚染などの被害も多い(4)｡

F.ぎんぼる訓練場

金武町に存在 して､面積は601knL 地主数

は131人｡年間の賃借料は700万円｡在沖海兵

隊司令部が管理して､･第3海兵師団が使用 し

ている｡中隊規模の野外演習､指揮所設置演

習及び通信演習に使用されてきた｡ヘリコプ

ターの離着陸訓練､水陸両用者の訓練が行わ

れてきた｡SACO最終報告に基づき､ヘリ

パッドが金武プル一 ･ビーチ訓練場に移設さ

れて､その他の施設がキャンプ･ハ ンセン内

に移設された後に､平成9年末に返還された｡



G,金武レッド･ビーチ訓練場

金武町に所在して､面積は17kd､21人の地

主が所有する｡年間賃借料は11百万円O在沖

海兵隊基地司令部が管理して､第3海兵師団

が使用している｡国道329号線南側沿いの港

で､乗船訓練及び指揮所設置演習に使用され

ているo

H.金武ブルー ･ピーチ演習場

金武町に所在して､面積は386kniで､地主

は223人0年間賃借料は47百万円O レクレー

ション設備があるが基地従業員はいないO訓

練がない時は地元の人びとが利用している｡

海陸間移動訓練のため約730mの海岸線を提

供している｡キャンプ ･ハンセンからの進入

道路を使用した水陸出動の待機場に使用され

ている｡上陸用舟艇水陸両用車を使用した指

揮者設置演習､兵姑支援訓練などが行われて

いる(5)0

4.米軍基地と市町村財政

(1) 沖縄県と基地依存体制

沖縄県の財政上の基地関連の歳入による依

存体制は今に始まったわけではない｡1945年

の米軍統治が始まって以来､冷戦下のアメリ

カ戦略下における在沖米軍基地の需要性と沖

縄県の自立経済の在り方と重なりあって､基

地と県､市町村財政の問題は重要になってき

た｡復帰後は基地機能の縮小､基地従業員の

減少､日本の思いやり予算が増えたことで､

基地関連収入が一番目の収入源でなくなった.

その代わり､観光産業が伸びて､国家援助に

次ぐ財源となってきた｡

平成9年度で見ると県民総支出は35､473億

円で､県外 (国など)受取額は受取が22､581

億円,軍関係 (軍人軍属消費支出､軍雇用者

所得､軍用地科)受取額は1､827億円｡その内､

軍人軍属消費支出は556億円､軍雇用者所得

は529億円､軍用地科は743億円となっている｡

観光収入は4､1239億円で､昭和52年以来､連

続 して基地関連収入を上回っているD県民総

支出に占める､観光収入は11.9%となってい

るo (図表2)

(2) 北部市町村の基地依存

市町村の基地関係収入には防衛施設周辺の

生活環境等に関する法律に基づく障害防止工

事の助成､住宅の防音工事の助成､移転の補

償など､民生安定施設の助成､特定防衛施設

周辺調整交付金､防衛施設周辺の環境の整備

等に関する法律､基地交付金として固有撞供

施設等所在地市町村交付金､施設等所在市町

村交付金､返還道路整備事業補助金､防音事

業関連維持費補助金､施設区域取得業務委託

金､財産運用収入 (基地関係のみ)などがあ

るO

基地所在地の市町村では､基地から引き起

こされるさまざまな問題､被害にあっている｡

たとえば､キャンプ ･ハンセンのある金武町

では1995年に米海兵隊によるの少女暴行事件

がおこった｡その他､ キャンプ ･ハンセン

所属の海兵隊員を加害者とする殺人事件､強

盗事件が起こってきたo一方､基地があるが

故にさまざまな基地関連収入が入り､基地の

ある市町村は基地のない市町村に比べて､は

るかに財政が潤っていることも事実である｡

北部の市町村に限って､図表を基に比較し

てみると､最も基地関連の収入の多い市町村

は金武町で､2､432､639円で､町財政の29.6

%を占める｡次は恩納村の1､875､791円で､

村財政の24.9%｡次は宜野座村の1､834､906

円で､村財政の25.8%を占める(6㌧

一方､全く基地関連の収入の入らない市町

村は大宜味村､今帰仁村､伊是名村､伊平屋

村であるO(図表3)
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5.国際都市形成構想 (素案)と北部

地域

(1) 国際都市形成構想 (素案)の理念

前沖縄県政の大田県政時代に21世紀の沖縄

の構想として､平成8年11月､国際都市形成

構想 (素案)を策定 したOそれは ｢共生｣
｢平和｣｢自立｣を理念に､沖縄の独特な歴史､

文化､自然環境を生かし､アジアの発展に寄

与する中で自らも自立するという理念であっ

た｡そして､具体的な基本方針として①平和

交流⑦技術交流③経済 ･文化交流を柱にした｡

その理念を基に､県土の利用計画の方向を

次のようにまとめた｡北部地域は① ｢国際自

然交響都市圏｣の構想②名護市を中心とする

産業基盤の形成を理念の柱に掲げる｡(丑は豊

かな環境､自然環境を生かした国際リゾ- ト

整備を推進して ｢国際自然環境都市圏｣の構

想を探る｡森林と海とリゾートの相互連鎖を

調和させた ｢環境調和型社会システム｣を構

築する｡⑦は名護市を中心に､国際交流機能､

商業､教育 ･文化機能､人材育成機能 ･研究

開発機能等を中心とした高次都市樺能の導入

を図る｡森林地帯は開発を抑制して保全する､

本部半島と東西の海岸一帯は核として整備し

て､圏域全体を自立しえる産業基盤を築く｡

西海岸地域から名護市を経由しても本部半島

に至る一帯は,国際リゾート地区､交流 ･リ

サーチ地区､拠点都市としての名護市を結ぶ

北部圏の中心をなす ｢ミリオン回廊｣として､

中南部都市圏との交通 ･情報通信ネットワー

ク機能の強化を図る｡

北部地域を次のような3つの土地利用の方

法に分けた｡①自然環境保全 ･技術研究拠点

②自然交響都市拠点(勤リゾート拠点である｡

①は自然環境保全地区 (やんぼるを中心とす

る国頭相､東村､大宜味村などの豊かな自然

を保全する､さらに米軍演習等で荒廃した亜

熱帯自然を修復し海を再生する､自然環境修

復技術の研究開発を行う ｢自然修復開発地｣
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(名護市､金武町､恩納村､宜野座村)から

なる｡③のリゾート拠点は恩納村から名護市

にかけての ｢サンセットリゾー ト拠点｣､長

期保養型の健康増進地としての本島東海岸の

｢サンライズリゾート拠点｣､海洋型リゾート

地として ｢伊江島 ･本部リゾー ト拠点｣､マ

リンレジャー基地としての ｢伊平屋 ･伊是名

海洋リゾート拠点｣､｢自然環境保全 ･技術研

究拠点｣としての､｢奥間1)ゾ- ト地区｣を

設ける構想である(7)O

(2) 基地返還アクションプランとSACO

しかしながら､国際都市形成構想も広大な

米軍基地が撤去されてはじめて可能になる｡

大田県政は平成8年11月､沖縄県内の米軍基

地を対象として､2015年をめどにすべての米

軍基地がなくなるような日程を考案した｡第

一期 (2001年まで)は､第3次沖縄振興開発

が終了する2001年を目途に早期に返還を求め､

整備を図る必要のある米軍基地を対象にした｡

(10ヶ所)第2期 (2002年から2010年まで)

は全国結合開発計画の想定目標年次の2010年

を目途に返還を求め.整備を図る必要がある

米軍基地を対象とLたQ(14箇所)0第3期は

国際都市形成整備構想の実現目標年次の2015

年を目途に返還を求め､整備を図る必要のあ

る米軍基地を対象にした｡(17か所).このカ

テゴリ-に該当する北部の米軍基地は､第一

期でギンパル訓練場と金武ブルーチ､奥間レ

ス トセンター､第2期で辺野古弾薬庫､安披

訓練場､北部訓練場､八重岳通信所､第3期

はキャンプ ･シュワープ､キャンプ ･ハンセ

ン､伊江島補助飛行場､金武レッドビーチ訓

練場である(8)o

一方､平成8年12月に日米両国政府は､沖

縄県における米軍基地の負担を軽減するため

に ｢沖 縄 に 関 す る特 別 行 動 委 員 会

(SACO-SpecialAction Committee on

Okinawa)｣を設置し,普天間飛行場の全面



返還を含む11施設.約5,002haの土地を返還

することを決めた｡北部の基地関連では海へ

出入 りのための土地約38haおよび水域121ha

を提供 し､ヘ リコプター着陸帯を残余の同訓

練場内に移設することを条件に､平成14年度

末までに北部訓練場の7,513haを返還する｡

平成 9年度末までに､安波訓練場の自衛隊と

の共同使用 (水域7,895ha)を解除する｡ギ

ンパル訓練場はヘリポート訓練場を金武プル-

ビーチ訓練場に､その他の施設をキャンプ ･

ハンセンに移設することを条件に平成 9年末

までに返還する｡また､金武町の県道104号

線越えの実弾砲撃演習の本土移転､読谷補助

におけるパラシュー ト降下訓練の伊江島補助

飛行場への移転なども合意された(9)0

基地返還アクションプログラムは､2010年

を目途に沖縄の基地をH程に沿って､完全返

還しようと策定したものである｡沖縄県がイ

ニシアナヴを取って基地を返還するスケジュウ

ルを作ったという意味で意義があった｡ しか

しながら安全保障に関しては国が担っている

ので､沖縄の声は届きにくい｡その後､1999

年に大田政権から稲嶺県政に変わったことで､

基地返還アクションプログラムも国際都市形

成構想も凍結されたかたちになった｡ しかし

ながら,SACO合意の進展はい くらかあり､

北部訓練場の一部返還､安渡訓練場の全面返

還､ギンパル訓練場の全面返還は実現した｡

(3) 市町村の基地返還跡地利用構想

北部訓練場

国頭村は SACO合意で返還された土地の

一部,安田､宴波地区部分の約200haに安田

サン･シティ構想をもっていたが､その後､

具体的な構想は出ていないC平成 5年に返還

された高江地区の165haについては､平成 8

年 1月､東相は東村高江地区返還軍用地跡地

利用計画のための概要調査を実施して①自然

環境の保護､保全エリア (む沿道サービスエ

リア ③ 自然林滞在エリア ①生蕃系利用型産

業エリア ①渓流アドベンチャーエ リアの､

5つのエリアに区分する方針をだしたが､そ

の後の具体的な計画は策定されていない｡

キャンプ ･ハンセン

平成4年度に宜野座村は宜野座村軍用地跡

地利用第1次計画､平成 5年度には宜野座村

軍用地跡地利用計画策定した｡宜野座ダム､

藻那ダム周辺の水源滴養林地帯を永久保存林

として､田園の景競､生活環境､生産活動を

コンセプトとして､跡地を利用する方向を策

定した｡また､宜野座村ではキャンプ ･ハン

センの 1部776千平方mについて ｢藻那ゴル

フ場整備事業｣として跡地利用計画を策定し

て､村､漢郡､企業の3着によって連絡会譲

を組織 して､返還後の受け入れの準備にとり

かかったこともあったが､バブル経済の影響

を受けたで企業が平成 6年 9月30日に､撤退

した(10)0

金武町においでは､キャンプ ･ハンセンの

一部約34kDfが平成8年12月31日付けで返還さ

れたCそこに､中央公民館､町立図書館､運

動場などを建設した｡広大なキャンプ ･ハン

センの返還跡地にアメリカ村の建設などの考

えがあったが､まだ具体的な考え方は示され

ていない｡

ギンパル訓練場跡地にアメリカのロスアン

ジェルス ･ロジャースのプロフェッショナル

ベースボールチームの練習場を誘致するとの

吉田勝啓町長の考え方が示されたが､その後､

具体的な計画はまだでていない0

6.課題

北部の基地問題について､杜略的に分析したO

沖縄の米軍基地は日米安全保障条約体制の一

環として､その駐留が許されているので､地方

自治のレベルで国政の根幹に関する安全保障間

質の解決に具体的にかつ強力に影響を加えるこ
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とは難しい｡しかしながら､基地と関連する諸

問題は地方自治のレベルでは､直接に住民の生

活と結びついた形でおこる｡民主主義の原則か

ら､国政の安全保障の立場から地方の生活を犠

牲にするわけにはいかない｡基地関連の財政を

分析してみると､基地のある自治体の､基地の

ない自治体の差はとても大きい｡基地のある自

治体は基地あるおかげで､基地関連の収入が国

から入り､財政は潤っている｡もちろん､基地

がなくなるであろう将来に向けて､基地の跡地

利用計画の策走と基地関連収入に代わる新しい

産業を興す必要がる｡昨今､問われている北部

地域の振興計画の構想は､基地に代わる産業の

創造の視点からも重要である｡しかしながら､

沖縄のアメリカ軍基地は､国際政治の情勢の変

化と日本政府の防衛政策の変化に深 く結びつい

ているので､地方自治体のレベルから米軍の世

界戦略および日本の防衛政策に対する有効打を

生むのは難しいOまた､市町村職員は日常の基

地関連予算の執行､基地から派生する被害や住

民へのサービスが主で､国際政治の変化に対応

する時間的な余裕と専門知識を持ち合わせてい

ない｡コンサルタント業者に依頼して返還基地

跡地利用計画案を策走して頂いても､政権が変

わるごとに視点がかわってしまい､計画案はE]

の日を見ない例が多い｡しかしながら､いつま

でも､米軍が沖縄に駐留して､その経済的な恩

恵を受けることがあるわけでないので､将来-

備えて､北部広域市町村圏事務組合や北部振興

会が中心となって､基地関連のデータベースセ

ンター､専門的知識､技術を擁する職員を育成

するセンターを設立することを提案するO

脚注

1､面積は沖縄振興開発金輸公庫編集の ｢沖縄

経済ハンドブック｣､2000年度版 (平成13年

1月発行)0

2､人口は沖縄県企画開発部 地域 ･離島振興

局市町村課編集の ｢住民基本台帳人口の概況
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(平成12年10月)｣に拠る｡沖縄県の統計では､

伊平屋村､伊是名村に関しては島尻郡区に組

み込まれている｡

3､沖縄県総務部知事公室基地対策室編､｢沖

縄の米軍基地､平成10年3月｣､15頁,同じ

く基地対策室の ｢沖縄の米軍及び自衛隊基地

(統計資料集)､平成12年3月｣､1頁｡基地

対策室は3年に一度､｢沖縄の禾軍基地｣名

の沖縄県の基地行政に関する報告書をまとめ

ている｡基地対策室は ｢沖縄の米軍及び自衛

隊基地 (統計資料集)｣を毎年､出している｡

これら報告書及び資料集が､県政,議会活動､

研究のための公式な資料となる｡よって､執

筆論文はこれらの報告書及び資料集に基づい

た｡

4､｢沖縄の米軍基地､平成10年3月｣､15頁｡

5､沖縄県全体の基地からの被害に関する統計

資料は沖縄の米軍基地にも､詳しくあるが宜

野座村が編集した ｢宜野座村の米軍基地一終

戦50周年記念誌- 〔1995年)｣の中にも､村

の視点から見た統計とその内容がある｡

6､沖縄の米軍基地､平成10年3月を主に参考

にした｡｢沖縄の米革基地｣(沖縄県基地対策

室)｢情報公開法でたらえた沖縄の米軍｣(梅

林宏遺著､高文研)にはさらに詳しく基地の

内容についての説明があるが､著者の研究の成

果としての価値はあるが､政府の公式な文書で

はない ｡

7､大EE]県政が素案として出した ｢国際都市形

成構想｣｢基地返還アクションプログラム｣

は県民サイドから出した ｢構想｣､｢プログラ

ム｣として評価できる｡県民もこれらに関心

を持つことによって､自立を考えた｡これら

の ｢構想｣｢プログラム｣はいろいろな所で､

公表されたが､沖縄県は平成9年5月に ｢F2
1世紀 ･沖縄のグランドデザイ』の実現に向

けて-国際都市形成基本計画｣を策定した｡

この項は､同基本計画の参考にした｡

8､｢沖縄の米車基地､平成10年3月｣､240頁



9､｢沖縄の米軍基地｣､16頁

10､宜野座村の禾軍基地､｢終戟50周年記念誌｣､

30頁
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図表 1 米軍基地の地区別面積 (平成 9年 3月現在) 単位 ‥ha,%

区 分 地区面積 施設面積 構 成 比 割 合

(全 県) 226.679 24,286 100.0 10.7
北 部 82,333 16,815 69.2 20_4
中 部 27,798 7,178 29.6 25_8
南 部 34,790 201 0.8 0.6

(沖縄本島) (120,loョ) (23,222) (95-6) (19.3)
宮 古 22,587 0 0 0,0

*｢構成比｣は全基地面積に占める割合､｢割合｣は地区別面積の占拠率
出所 :｢沖縄の米軍基地､平成10年3月｣

図表 2 基地関連収入の推移 (単位 =億円､射

年 度 県民把支出 県 外 受 取 軍 関 係 受 取 観光収入 農林水産絶生産額E C/a C/A D/A E/A計C 軍人軍 軍雇用者所得 軍 用地 料A ら 属消費支 出 D (%〕 一%) (%〕 (%〕
昭.47 5,013 4,0】1 780 414 240 126 409 287 19.4 15.6 8.2 5.7

48 7,177 5.193 790 288 320 182 476 376 15,2 ll_0 6.6 5.2
49 8,611 7.624 975 335 376 264 575 440 12.8 ll.3 6_7 5_1
50 8,183 8.819 1.020 389 361 269 1.277 496 lL.6 12_5 15.6 6.I
51 9,731 8,585 1,070 423 379 268 660 594 12_5 ll_0 6.8 6.1
52 10,CIlB 10.019 i.014 462 291 261 1.064 669 10.1 10_1 10.6 6.7

153 10,662 ll,306 l.DOS 407 313 285 1,435 721 8.g 9_4 13.5 6.8
54 ll,912 12,729 1,045 JI.64 278 304 1,822 723 8_2 8.8 15.3 6.1
55 13,514 13.832 i.124 525 278 322 1,803 673 8.1 8_3 13.3 5_0
56 14,880 14,720 1,342 700 292 350 1.969 753 9.1 9.0 18_2 5.1
57 15月40 14,288 1,374 694 306 374 1,997 742 9.6 8_6 12.5 4.7
58 17,325 14,196 】,397 691 320 385 2,043 73L] 9月 811 ll.8 4.2
59 18,029 14,包91 1,514 786 330 399 2,344 760 10.1 8.4 13_0 4.2
60 22,843 15,706 1.474 708 350 415 2,271 804 9.4 6_5 9.9 3.5
61 24.270 15,207 1,378 589 357 432 2,358 739 9_1 5_7 9.7 3.0
62 25,397 15,423 1,316 512 376 428 2,580 746 8.5 5.2 10.2 2_9
63 26,682 15,670 】,347 517 386 444 2,643 666 8.6 5_0 9.9 2.5

平.元 28,452 16,756 】,434 549 419 466 3,019 813 8.6 5_0 10.6 2.9
2 30,046 18,369 1,467 525 453 489 3,254 736 8.0 4.9 10.8 2_4
3 31.254 19,204 1,527 532 479 516 3.442 680 a.0 4.9 ll.0 2.2
4 31,935 20,403 1,614 546 500 568 3,432 655 7_9 5.1 10.7 2_1
5 32,836 21.229 1,629 505 517 608 3,443 633 7.7 5.0 10.5 i.9
6 33,766 21.457 1,628 487 503 638 3.415 596 7.6 4.8 10.1 1_8
7 34,322 21.666 1.670 477 523 670 3,649 618 7.7 4,9 10.6 1.8
8 35.422 22,207 1,762 53〔I 528 704 3.795 605 7.9 5.0 10.7 1.7

注 1.沖縄県企画開発部の資料による02.軍用地料は､自衛隊関連を含む｡3.計は四捨五入によるため､符号 Lないことがある.

出所 :｢沖縄の米軍及び自衛隊基地､平成10年3月｣

- 73-



｢
F
巾
せ
o
t唱
zk
L召
哨
鼓
膜
皿
n
嘩
叶
米
e
謹
告
｣
■
遭
EF;

｡
岬
T
=
壷

耕
Q島

村
監
匝
僧
吐
7
fJ,t
｡
柏
崎
a
朝
孝
幸
召
だ
嘩
rrl有

′f
垂

e
i

ot4
曽

J
1
よ
巾
TJ
lや
榊
だ
f
,1

ュ
C･り
壷

#
e
妄
YfJ
噸
空
尉
責
淵

.
1g
岬
堀
中
卓
増
車
f
l1
1JC
･=
7欄
と
桝

頚
梱

.
dj準
点
粗
T

･
軒
軽

帯鋸■く# uつくわく亡l害でq⊂∋巾ELqく⊃tDp-くつ⊂P亡lウ亡hLL>寸ロコく中rl∈=)∈○亡ウq⊃q⊃く｣⊃刑 亡■寸〇〇別諺⊂=i一p CqtL7亡qく=)くq 中岩t一つq)■†lく▼⊃ぐ■つ∈0ET)lJ>くわくb亡ヽIくつqbe一⊂hLE5亡Ⅶ⊂qCLla蒜く.ロト申く:>寸 'サ亡ヽー■lつ罵t..-亡.I{▼つ慕くlヽl∫⊃亡q亡つC10Mm ⊂一つ⊂bLL}q>†LE}く工)mf■う'寸亡∋ト の亡Oqうち白寸▲lつト tJDくfI亡一一卜 一≡ロm亡つLL)<=l亡qCO flつト亡qnt白く一)t｢Pq寸亡コトくつi/つ⊂○○⊃El)LL}<⊃トLt)⊂T)亡■つCtBCl'}EL4ぐ}I..｣pCqL⊃t.-書I.-亡､q⊂つつ亡-トNel} ⊂PLL?篤く■〇･■】勺l⊃lj-一白⊂⊃ト'寸■uつ亡qLE)LEDqDト CO■∫⊃a)■■可■■■廿 {■}⊂■qくqt一⊃LLjq⊃く上ItDLL7u■)Cq¢ト亡一つ 亡Op⊂=l■trやくり廿Eqrつ■■J■■■rDLED亡■つ lすく■つ■■■■○IEYj■廿寸■LLTClつド一〇E-ト-1rくつCq碧トLL)トm̀■可■lくdtL?qPくわ ト∈l⊃⊂n亡-ウ一■-tDl寸 賀■一つm■trくり書qCqC｡elq亡ヾIC.IトトtrCq ∪つトや冒tLllCqく=)くつ⊂○○⊃亡つく一つ⊂⊃⊂亡lPつぐつ ○ロトlY■可■■■】■-N く=)MトOIEY7CI'}○t⊃tPOI■寸亡.-I+ ⊂bNト⊂PE- トロらト⊂⊃■† やつくさFqtE)q⊃ト̀†l第くつ■寸ヽー■く⊃LO ⊂>サト一†■請N ⊂0LL}トCL4ロドt∫>忌くわnく⊃P■-Er)一･.■寸q>亡h亡qJ寸N亡つ l=>LDやd}一〇､一I.-ClqYClq一=⊃dDt○LL}itJ)くね■∫⊃亡■つ謹mLL>t=>mtL}亡ウ8うー■⊃ト○q-1Cr)■寸亡b亡qLLTすくpく■ゝロコI-

塁 芸 室r<｣口 中靴 音 LL50 ■勺■●■･.一tdtrくさLlつ⊂つく>く⊃くつ亡Q亡qヽ∫●⊂⊃▼･.一⊂=l【=>ト.-トトO■=⊃⊂iく>亡q亡>(ゴ⊂:} くPJ寸-亡ヽ一dPLL3tq LD亡bくヽ一1モ亡q○亡=)¢)■可■Ed しーっLDN 寸亡つ ⊂⊃⊂P⊂:>く=>一==■くつQ早く>⊂!⊂〉くコt=>05ロつく>eq⊂}く>⊂つく>⊂=l⊂⊃ト 亡ウく=lくさ中q○○<=>く⊃一∫つ一=)dく∋d亡つく⊃くつく=l⊂>く>⊂=l⊂>せく⊃⊂⊃l=>l=I⊂>くつく⊃く>く⊃aE,i亡､ウリコlく⊃▼r⊂q亡一つtD⊂b 〇一lJ⊃

i<EZ ○つLEjトぐう勺⊃寸 LE3く:⊃サトく>■q■亡=さ0(==)N ト†mトー一一trくつくヽ一⊂一一E-亡Ⅶトく▼つq⊃雫Nl∫lく=i器LDtDく> ○}tF05⊂bトー■∫つく⊃くPm くわ▲■C1t=コくつ亡q 亡.I葛<=⊃○○N亡ー}き■すく乃 ト N〇〇■廿GD ⊂コ⊂⊃ 亡■つくq¢>勺⊃■寸tO⊂=>【=〉かLJ?中ってつ LL5く▲>rL4⊂h○⊃0くつく=>くり亡一丁○TCQト 〇〇⊂bLL}t○く=ゝく=}く=}elF.Iト■寸■○ヽく=⊃⊂⊃○t=)くつく=>lT亡q亡一つト 一=⊃く=〉く=⊃⊂⊃Ln讃q⊃LL)ト亡b ーヽ>LL) 亡qLL?LL7ト⊂⊂lLLlEl4lJつくh亡.-⊂ゝト亡一円門くpt○ 一ヽM (⊃巾 E-⊂⊃PD トーq⊃I..■ob 亡ID■寸l亡■勺Eqく一:I l∫⊃くつく一⊃d⊃COト.･..■○つ■可 8〇ゝ一トelEL4LL)トg>寸dつEq

章ettJ t=}く=huつ'一■ (=⊃⊂bLE>■廿 一=>くつCnuつ̀寸■･..Iく=⊃⊂nuつ̀廿 (=一亡>⊂Pl∫つ･ld'

bf晋 ..1琵琶蓋亜 昏 冨 く=id⊃LDサLL)卜l∫つくb⊂bTqq⊃tDく.ロtJ= ■寸-⊂l}ド∪■>LE)･寸qさく⊃卜■寸 (二⊂l(▼つく山喜CE)Nl寸■ET)I.aFT ■tl■COトー trq=}LL?lVr}⊂工>亡■-1r⊂ユ勺○寸I..一 (一つLL5t亡I+ 亡つく=h00等 亡▼つゆ■寸 ○LE}くつくPequつ苫rq｡⊃寸{▼つトく7⊃uト亡.Iく=■叩く▼つ 亡IlN¢つ CO∈l}LI}CE> 1r¢亡l⊃亡ウ J寸C1くりトー ■寸LE}くわトtL-tE]N ⊂0nIく○亡btDtnNCE)トト亡六一C.I6○■寸l∫⊃亡hトト-tp亡qq⊃亡qめくhI.｣tDLL)Eq(一つELIドウ)亡qeO

背 骨 4Fl遥 書 記混 ぜ 1掛 く=⊃⊂>⊂:I⊂⊃N⊂⊃くつq○t=)<■勺 ⊂⊃く>UTt=⊃一=つく¢ 旨くj>宝ロゝ ⊂:つく=】く') (=)読一=⊃く::つく凸 a⊂=ーDO廿 害er>ロくつ1J■一=>一=⊃く=lく⊃tTつく=lくつ -:つく=) <⊃1=) ⊂■さく> 亡⊃くqMく=)亡=)トド⊂コか⊂⊃■･.｣⊂⊃eqd ⊂=■く⊃トー く>En亡ゴ

群牡 胡轟 岩 亜伽 渦 葉虫等♯ d5(:E)⊂>LIBNttlNL⊂ー亡'ー亡■■⊂=■亡=iCb8つ亡Iつn〇〇ド ⊂>雷LLJ,ト I.-CqI一一句⊃ E=u)Ll}N く=)LL>亡Ⅶ uつく才一l.∫つく=つN ~サ■勺■ 卜Llつ亡つl∫丁qb弓lつ亡■つ1rく>中⊃Er)亡■=l亡つく=)■一つぐつtJ=くわく⊂)LEB '■す'サト亡1 ⊂0⊂コFつ亡つく⊃▲′さLL?寸亡つl=〉亡ヾ 亡つ亡qトーtDくつ卜 〇〇一=⊃○つ○つく⊃■一つLLTtr亡ーつく=)eq叩く■q■■一宮ト

嘘 ♯ 胡詔 書 覇増 鞘 # ⊂>く1つくヽコ■廿 トくbuつETl d>くつICDq〇Ll■つ1trくさtO⊂b⊂bLDLLl■サ ∈0⊂b⊂bU⊃uつ■寸 くつ∈lつくb⊂■}く工lLJ'11r

称4Fl空尉 一一トー●■= く｣>⊂=)害{▼)｢一■C○亡○⊂工事l<∝}く>寸 SEta1rUつ くつ 宇印q>亡つくOLLTO⊃uつ節ーエコOt⊃⊂こ⊂IlN ロトく､1亡.⊂l⊂bく■⊃qCくつでq̀寸Ir■こ⊂ー⊂=ーく｣⊃q⊃亡Ouつく¢ く=〉LLj○つく上】卜 LLjlqlEqLLD亡く)トくPEつく=〉LD⊂コ○}○ユ～～⊂=>く>tD⊂=)⊂=)くⅦ亡lつく.⊂Id>ド⊂=)亡.-LLjq⊃ET)N票トく>⊂h誘く=)｡>■∫>(○ '■tr中って､1Eq 'tコ■⊂上⊃寸やつ⊂=〉亡=)く二つ亡Dtrlここ】⊂⊃ (こ⊂)LL5亡- uつ001V t=l⊂=】⊂:⊃冒⊂Lqtコ亡=}亡=〉⊂>く=)くつCq■=lt=lt=l亡=lくつ亡⊃1=)⊂>亡=>くつくさ亡.I発ロ>零⊂■11■∫■くヽ1t一>冒m く⊃rつ一一tD I--⊃亡､1くたくlコ亡つtY⊃'trEl4t一つ■甘く⊃亡■つ ■･.■くつ⊂▼つ･寸(工〉樽輔胡拓罵弥立モ:払巨濃iE一郎 Lt>'■r4L)LL3ドく.⊂l亡■ウqbち.a qコザ寸にー■⊂⊃亡qeqqゝ亡′>ドO)Er} 亡⊃eqlコヽCQ⊂一つ(=}寸⊂=ー⊂hCD 亡=)l=ヽド4-4ト 寸でヾくつくヽ月 亡､一也UTNL亡つ 謁tDト l_r=トLL3{一つ亡q⊂nLE5EV>くbEDEQトくq亡■ウ⊂.⊂leq一:E)･■■■<▼つ⊂つく:>el ⊂h亡▼つく⊃一muつ Eコb∈ゝN･...■ト ⊂bく.白くnここゝ勺コnq}CE}mくコLL)d○D'†亡二つト 1:rqコ｣勺■lE■つ 吉Eq ∈コ⊂⊃刑 t--く=∋⊂:⊃EY)の mLLb悪く⊃ヽ -d'亡1亡q∈0Ent>ロ亡､つ ト∈⊃く⊃⊂■つ⊂■つt▼つLL3く1⊃qつく】ヽ 1寸■FーN○⊃⊂nCqm

早棉 慧書 聖墓 室 ト■寸■勺■⊂ヾlf､qt01rN ∈OCDロつく▼ーくつ亡q EJ>亡一一qDq⊃Cq ⊂〉⊂つぐやくptつつtJ=■こJ3m pCLl〇〇mに一..⊂hトNu>⊂bDつくコEL-uつL】つく=)亡q1r ｢rくつEつ亡つ 'すく亡l〇〇〇⊃FqPl■t一〇寸く■ウ一:く⊃fJLL5LZつく▲⊃くnNC')LLBM 寸亡1ロ卜ヽ(.DETLlつLD 亡ー)ldトくわくbNLL)LL)Fll∫つぐ■つCq̀寸亡つ寸 く⊂l一可■也 tOl_【つト LE}03■■ナ q>■･.18つくnLL)̀廿トVFつt..ー■一=)ド亡く)トご＼I⊂■つLD亡叫 tD亡■ー⊂hl∫)ltヨ■■･.1ト寸亡つトく=>ト0⊃トー亡ヾく▼〉Lr1亡q

可eJtPL董 報 告i臣eg l rや〇〇l;ON LilF■-で⊂】亡q1-一(=コ(▼つIlluつLL)トEt-⊂=)し▲>eqく>くつト亡■ウLL)く■つく)⊂)⊂一ゝ1コDEll亡■つく=)ト亡bLE>eb■t一■(二D l=><=l亡>くつ⊂=>qbくつLr)■可■亡つ寸亡'つトーP')⊂ヽI亡q一=⊃トー一∫⊃亡ヽヨトー.白く一⊃く工,⊂=l亡一〉1r∈0EqくつCq1trCnL一つLJD亡.寸亡)ト亡q亡DドLr⊃くn'寸EつL一つくp I一一■寸亡一一トード く=⊃⊂⊃⊂=■t=⊃くコく=⊃⊂IIENの亡=〉亡tq1r■寸■寸lコ○(コ (=⊃⊂=■NF■つ白さト⊂⊃1ここく=】⊂⊃I一一■こ▲⊃qト亡一一く=lく=lくつくつ くつく>(コ ⊂⊃く=>く⊃ 【=lLED⊂りL亡■3亡J 害ドト亡=}～ SiくJpI:一⊃LL)亡､(.l⊃く¢叩く亡la亡q く>くユく>トrーくつll く亡)くつtDくOuつトtL>r

#世ト〇一ト冨⊥幹申欄e#育!EiHe同軍鶴溝!秦途 窒臣榊や一概脚 く亡0CDq⊃⊂=〉∫ヽ-l寸 flウLL}くhtr⊃ {ヽItL亡一日Dく>■よっtD苗tN e'DEqq⊃tFt=わくヽ一 Jq■■∈○トド ⊂=l∈⊃LL)亡▼つく■勺 一=hくわ■一つl∫つN t二亡⊃亡q ■寸 CDL.r} 亡r)くね'寸■亡■ー亡ウ YL亡qユー..1ト ■凸LL}l_亡つ1rmti>tf)(.ロ I..｣q LL}l∫つLDt.D可YLlつ 亡qIくつ■す亡q

■■-亡ヽa(Iつ■.【つ勺■LL> 中 Mロ ト屯 ■∫つN LL3F⊃t.-くpEr)トC■ウ LE) lt■■･.■Eq Cr5tD

1招領空l町増 l=)亡qt亡IqコODmLr)トごつ 亡■つ亡■qPつ⊂b･寸 LF)廿つ▲∫}く▼=1コ■r■つ ト⊂btDド ロコすくiO ⊂qトLLl亡一つN亡■q■寸亡つ寸寸ド口つ ⊂⊃ndbtz>'† 1rl>⊃<諺 <亡bI...1O>凸DC1亡ヾ¢Eq寸でq L⊂l諺⊂bF つ ⊂bNO?くつN 丁ヽ-■寸■廿に○ くbfr)く一つ亡)ヽr ○⊃寸LL)LE)⊂nく.D fつくqLL>■'-LE)q⊃トく>一タコLL3(■つE､qGO†LE}LrつてntD ぐつEl4LL}トLL)Uユ トくつ■ウLI)くり亡勺

百折iE嘉## ⊂=lく⊃○くつt=⊃く>

中 世冨蓋華ぜH 亡わく=l†くpL一つ 亡hO1rtDLL><=】tコ:Iく>■†qDLE?Cb∈}qDuつ一=⊃O)∈>寸ロコLh

省世轟甚H 1=>L【つNト卜くつET⊂ー}(､1く▼コてこ)くJICqく一つ Eql∫)F)_く▼)⊂わく⊃q一′フ⊂h くl⊃1∫-■-可,eq ¢0⊃⊂)LL)亡ロ{つ Pつ寸⊂▼つ1r寸一｣コで■qく,⊃くエコくつ■寸'すくヽ1 めしOCT?OjLLlCtlLL3ぐ勺⊂ヽ】L∫つ 寸でq■∫つロー-.一u寸くつくn LL5ET5トEDd}⊂)⊂q 1∫-et)LJ}ロトtD■■r∈=>? LL>E■つt--DTCn⊂⊃Cq

(
%

.
Ezj+
‥
壁

叫

)

(品
舶

用

醸
せ
廿
O
L

嘩
計
)

#
演
台

Y
専
隼
匿

習
軸
芋
臣

拒

E
脆
囲


